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１．研究計画の概要 

本研究の目的は、ユダヤ教的色彩が強いヘ

レニズム・ユダヤ人キリスト教の書簡文学で

あるヘブライ書、ヤコブ書、さらに書簡形式

で書かれたヨハネ黙示録などの文学的構造

と神学議論を修辞学的批評で明らかにする

ことにある。ここには一見すると、ギリシ

ア・ローマの修辞学的分析では解明できない

ようなユダヤ教的な思考が展開されている

ようだが、ヘブライ的思考とギリシア・ロー

マの修辞的思考を併せ持ったフィロンなど

の修辞法に習熟することによって、このよう

な書簡の修辞学的分析を先に進めることが

できるであろう。 

 

２．研究の進捗状況 

（１）背景研究としてギリシア・ローマ社会

のパイデイアにおける修辞学を位置づけ、と

りわけヘレニズム・ユダヤ教のフィロンのパ

イデイアと修辞学ならびに哲学の関係を位

置づけて、フィロンの聖書解釈における修辞

学の用い方を分析した（論文①、④、⑤、⑦）。 

（２）19 世紀末から 21 世紀初頭までの福音

書研究史ならびに書簡研究史を修辞学的批

評という新たな視点から概観し、再評価した。

すなわち従来の様式史・編集史による聖書解

釈が 20 世紀に典型的な聖書解釈方法である

が、それはケリュグマ神学の影響下の一時期

に風靡した研究方法に過ぎず、社会学や修辞

学を用いた研究方法が広まった時代には過

ぎ去ったものである（論文③、図書①）。 

（３）新約聖書のヘレニズム・ユダヤ人キリ

スト教書簡文学の代表として、ヘブライ書・

ヤコブ書（2010年度発表予定）を修辞学的批

評の視点から再評価して分析した（論文②）。 

 

３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している。 

 （理由） 

   背景研究としてフィロンを理解するため

に、パイデイア・修辞学・哲学と掘り下げて

きた。さらにフィロンの聖書釈義そのものを

取り上げて、その全体像を熟知する必要があ

る（2010年度研究予定）。 

 また、新約聖書の修辞学的分析はローマ書

を含めて真筆のパウロ書簡はほぼ終えてい

るが、それ以外のヘレニズム・ユダヤ人キリ

スト教書簡文学としてヘブライ書・ヤコブ書

以外にも第一ヨハネ書やヨハネ黙示録など

の分析が残っている。今後の課題としてヨハ

ネ黙示録に関しては黙示文学の修辞学的分

析というもう一つの大きな領域が残されて

いる。 

 

４．今後の研究の推進方策 

 1999-2001 年度の科学研究費萌芽的研究

『パウロ書簡の書簡理論的・修辞学的研究』

（図書②の第二部に所収）で取り上げた第二

コリント書の書簡理論的・修辞学的研究以後

に取り扱った第一コリント書 1-4章、フィリ

ピ書、ガラテヤ書、ローマ書の修辞学的研究

と本研究で分析した研究の諸論文を合わせ

て、研究論文集として出版したいと考えてい

る。 
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これらの成果を踏まえて、一方では Q文書

を始めとする福音書の修辞学的研究を進め、

他方ではヨハネ黙示録などの黙示文学の修

辞学的研究を進め、こうして修辞学の視点で

新約聖書緒論と新約聖書神学を書き上げる

ことがこれらの一連の研究の目標である。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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